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SE ごっこ ニ =S=h cy の いこ 4 と 


進め る 。、 バ パイ タル を 下げ すぎ る と スペ シャ ル ボ ー 


ヨレ ー ト に 挑む 。 バ ズル 化し た 実験 を タイ ム ア タ ッ ク まめ 
まめ に 回 復 する 必要 が ある 。 


〇 アミ ノ 酸 生成 シミ ュ レ ー ト The patient's Life iS in Your hands ! 


円 盤 上 の ピー ス に は 3 色 の 小 円 が あり 、 ほか の ピー ス と 隣接 し て いる 小 


配置 し た ピー ス を 回 転 させ 、 す べ て を 結合 させ る ン 員 ) 炎症 (大 ) 炎症 ( 小 )X4 に 消炎 剤 (青色 の 液 


円 が 同色 で 並ぶ と 結合 する 。 各 ピ ー ス は 小 円 を ピン セッ ト で つま むと 回 人 島 切 開 卓 . 思 04:53:63 回 04:54:46 体 ) を 投与 し 、 沈 静 化 さ せる ( 炎症 一 P41 ) 
転 さ せる こと が で きる の で 、 すべ て の 小 円 が 結合 する よう に 動か そう 。 下 アミ ノ 酸 生成 の シミ ュ レ ー ト 2 バイ タル を 99 ま で 回 復 し 、 腹 部 を 消毒 し て 切開  \。 莉 い 、 
段 に ある ピー ス は 中 心 部 を つか むと 運ぶ こと が で き 、 空き スロ ッ ト に 配置 青 : 回 00:33:16 回 00:29:51 ( バイ タル 回 復 一 P33、 切 開 一 P34 ) ir/ ひ -O の 手順 で 図 ア の の 腫瘍 、 小 腫瘍 X3 の へ (0 ふ ノ 
する こと が 可能 だ 。 図 イ を 参照 し 、 中 段 に ある アミ ノ 酸 を 、 左 側が 黄 を ン 処置 を 行なう ( 腫瘍 一 P37 小 腫瘍 一 P38 ) ンー 攻 
下 、 右 側が 緑 を 上 、 中 央 の 隣接 し た ピー ス を 青 で 小腸 の 処置 1 太 : 回 04:21:40 回 04:16:86 
The patient's Life iS in your hands 結合 する よう に 回 転 さ せる 術 野内 に ある 炎症 (大 ) x4、 炎症 ( 小 ) x6 に 消 w 人 ) 閉 創 回 : 四 03:20:17 加 0:19:35 
炎 剤 (青色 の 液体 ) を 投与 し 、 沈 静 化 させ る 切開 し た 部 位 の 閉 創 処置 を 行なう C へ [ 

アミ ノ 酸 生成 の シミ ュ レ ー ト 1 図 イ を 参照 し 、 空い て いる スロ ッ ト に アミ ノ 酸 の ピ ン ( 炎症 一 P41 ) ( 閉 創 本 P35 ) 

胃 軸 00:14:19 回 00:12:13 ー ス を それ ぞ れ 配置 

図 ア を 参照 し 、 中 段 に ある アミ ノ 酸 を 、 左 側が 青 、 ン カメ ラマ ン の 撮影 イベ ント が 発生 「 The patient is saved ! 


中 央 が 赤 、 右 側が 緑 で 結合 する よう に 隣接 し て い 配置 し た ピー ス を 回 転 させ 、 す べ て を 結合 させ る ング 


る ピー ス を 回 転 さ せる 


バイ タル を 99 ま で 回 復 ( バイ タル 回 復 一 P33 ) 


The patient iS gaved ! 


3 
図 ア を 参照 し 、 空い て いる スロ ッ ト に アミ ノ 酸 の ピ ン 図 ア の ぁ 、I い の 腫瘍 を 切開 ( 腫瘍 一 P37 ) DA 


ー ス を それ ぞ れ 配置 


露出 させ た 腫瘍 X2 の 組織 液 を 吸引 し 、 ガ イド ライ 。 (みい へ 


ン に 沿っ て 愚 部 を 切り 離す ( 腫瘍 一 P37 ) が 9 
HARD で は 、 バイ タル の 低下 を 避け る 

の ン )。 @$ 衣 た め 、 さ き に 人 工 膜 を 定着 させ 、 バ イタ 

切り 離し た 腫瘍 X 々 2 を 除去 し 、 追加 トレ イ に ある 人 ン ( 4 ル も 85 以 上 まで 回 復 さ せよ う 。 


工 膜 を 切除 痕 X2 に 乗せ る ( 腫瘍 一 P37 ) 


oh 


〇 図 ア (1 回 目 ) 〇 図 イ (2 回目) 
PP と 中 初期 配置 員 
Co Ka 2 


Co (Co 
ジン ノ し | - 問 - こき ン 
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吉 es 
6 (5 


腫瘍 の 周辺 に 発生 し た 小 腫瘍 X6 を 焼却 し 発生” >( み 
し た 血 だ まり を 吸引 (腫瘍 一 P37) 


NRIGNINII と 5 ジン 還 隊 半 「 ひ RD で は 、 発 生 し た 箇 だ まり で 小三 
時 に 治療 ( 腫瘍 ーP37、 小 腫瘍 ーP38 (用) | の 2 KM 旋 が 人 れ る こと が ある 。 血 だ まり を 吸 
必 < な 電 軒 引 後 に 隠れ た 小 腫 瘍 を 焼却 し よう 。 


0) 


小腸 の 処置 2 面 : 回 3:30:09 加 03:26:69 
術 野 を 小腸 の 上 側 に 移動 させ る ) 


と 
(0) の) 


⑳" 人 as 


【【) 炎症 ( 小 ) 3 に 消炎 剤 (青色 の 液体 ) を 投与 し 、 ト に 
沈静 化 させ る ( 炎症 一 P41 ) 


の 図 は アミ ノ 酸 シ ミュ レー ト の 初期 配置 図 (上 ) と OO の 手順 で 図 ア の 3 ぅ | の 腫瘍 処置 を 行なう (みみ ン 0 ュー 0 全休 /0000 / 0 
NN グ すべ て を 結合 させ た 配置 図 ( 下 )。 初 期 配置 ui 

図 の 下段 に ある ピー ス を 空き スロ ッ ト に 記し た 、 う 

同 記号 の 位置 に 配置 し 、 各 ピー ス を 矢印 で 記し 

た 方 向 に 回 転 させ る と 、 すべ て が 結合 し た 状態 ドド ) バイ タル を 90 付近 まで 回 復 W 

に な る 。 ち な み に 、 空き スロ ッ ト に ピー ス を 運ぶ ( バイ タル 回 復 一 P33 ) 


左 の 図 は 腫瘍 が 発 


た びに Step の 数 値 が カウ ント され る 。 Step 数 
生 す る 場所 を 示し た 


は スペ シャ ル ボ ー ナ ス に 関わ っ て くる た め 、 下段 
に ある ピー ス の 配置 を 間違え な いよ うに し た い 。 


ANYMYS 


し) 術 野 を 小腸 の 左下 まで 移動 させ る 


も の で 、 記 号 は チャ ー 
、 ト 表 の 番号 と 対応 し 
、 て いる 。 図 で 位置 を 
、 確認 し 、 エ コー を 使わ 
ず に 切開 し た い 。 
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| 60 | 300 6 ) 
| 〇 〇 〇 秒 未満 で 実験 終了 ※1 | 480 | 180 | 60 | 500 | B | 400-1099 
1 | 〇 OO 秒 未満 で 実験 終了 ※2 240 120 | 45 | 800 開 蘭 A | 1100-1799 7 コ | (| 
〇 O 〇 OO 〇 秒 未 満 で 実験 終了 ※3 | | | 製 | 1000 | S 1800 ~ 1999 SS III | 500 le 3900 未満 
EmhOO 康 OR 馬 大 ION ほ 当 妥 590 国 証 xXS | 2000 以 上 | 8 | OO 〇 O 秒 以上 残し て 手術 終了 ※ | 120 | 150 | 180 | 700 _ B | 3900-4899 
ら 〇 〇 手 以下 で 実験 終了 MMW 5 | 9 (| MO 1 3 | バイ タル を 〇 〇 以下 に 下げ な 0 0 4⑳ | 900 )、 A | 4900 一 5699 
「 IOM WM | 0 1 0 1 1000 | ※ 分 表示 で は それ ぞ れ 、EASY2:00 NORMAL2:30 HARD3:00 _ S | 5700-6299 
… 分 表示 で は 、EASY が 8:00、 NORMAL が 3:00、 HARD が 1 :00 ※2… … 分 表示 で は 、 EASY が 4: 00、 NORMAL が 2:00、 HARD が 0:45 ※3……:HARD プ レイ 時 の み 取 得 可能 X ら 6300 以上 


